
 
 

講演会「釧路地域におけるアイヌ伝統芸能の継承と展開」を開

催しました  
 

イシオロレ（十勝地方のアイヌ語方言で「ご挨拶申し上げます」という挨拶の言葉）！ 

令和８年６月 27 日（土）、札内コミュニティプラザにて 

釧路市立博物館の城石梨奈さんをお招きし 

アイヌ文化講演会「釧路地域におけるアイヌ伝統芸能の継承と展開」を開催しました！ 

 

こちらが講演会のチラシです☝ 



 
 

城石さんによる講演内容を簡単に紹介します。 

前半は、釧路地域のアイヌ民族の歌や踊りについてのお話でした。 

伝承活動の歴史的な過程をはじめ、 

バッタ踊りやキツネ踊り、剣の舞といった各舞踊の変遷について、 

映像や写真資料も取り上げながら説明いただきました。 

釧路地域では、白糠、阿寒、弟子屈などさまざまな地域で伝承活動が続けられてきましたが、 

それぞれの地域で限定的に伝承が行われてきたのではなく、 

芸能の保持者である複数のキーパーソンを媒介として、 

より広域的に伝承が行われてきた、といいます。 

休憩をはさんで後半は、ムックリ（口琴）の伝承についてのお話でした。 

2024 年に釧路市立博物館で行なわれたムックリに関する企画展を例にあげながら、 

ムックリの製作や演奏といったさまざまな視点からの伝承活動についてお話いただきました。 

最後にはまとめとして、現在までアイヌの伝統芸能が伝承されてきたという事実が重要だが、 

今後の課題としては、変化の過程を含めて記録をしていくことが 

公的機関や研究機関の役割として大切だということです。 

ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました！ 

 

  （幕別町教育委員会生涯学習課アイヌ文化振興係） 


